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光田寺小学校６年　工藤なな子さん 書

豆腐づくりに
挑戦！！

津軽みらい農協女性部田舎館班は毎年村内小中学校で「豆腐作り」
を行っています。今年も1月26日、田舎館小学校４年生を対象に行わ
れました。班に分かれた後、地元産の大豆をミキサーにかけ、それを
鍋に移して水と一緒に煮るといった作業を交替で行いました。一連の
工程を終え、豆腐が完成すると自分たちで作った豆腐を眺め、笑顔を
見せました。味にも大満足だったようです。
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　 2月21日、村文化会館で、平成21年度田舎館村教育委員会表彰式が行われ、学術・文化の向上発展、体育・スポー
ツの振興で活躍した方々、90名が表彰されました。鈴木村長は「技・心・思いやりを生かす選手になって、今後
も励んでいただきたい」と祝辞を述べたほか、受賞者を代表して、田小 6年の佐藤朋輝さんが「感謝の気持ちを
忘れずに精進していきます」とお礼のことばを述べました。表彰された方々は次のとおりです。（敬称略）

■学術・文化の向上発展

民舞／山谷梨緒（光小 2年・前田屋敷）、工藤なな子（光
小 6年・前田屋敷）
書道／鈴木喜子（光小 6年・高田）、田澤宣尚（西小 2
年・諏訪堂）、田澤里奈（館中 2年・諏訪堂）

■体育・スポーツの振興

サッカー／工藤航平（光小 6年・二津屋）、工藤亮大（光
小 6年・新町）、八木橋貴志（光小 6年・境森）、一
戸駿（光小 6年・高田）、竹内力也（光小 6年・境森）、
福原幸太（光小 6年・高田）、工藤航太（光小 5年・新町）、中村祐哉（光小 5年・東光寺）、福原大希（光小 5年・
高田）、須郷拓哉（光小 5年・新町）、八木橋春道（光小 5年・新町）、鈴木海人（光小 5年・高田）、中山基輝（光
小 4年・高田）、竹内大也（光小 3年・境森）、鈴木奏汰（光小 1年・高田）、齋藤祐幾（光小教諭）、花田寿人（二
津屋）
野球／山口拓馬（田小 6年・畑中）、岩間敬大（田小 6年・田舎舘）、佐藤朋輝（田小 6年・高樋）、小野舜（田小
6年・垂柳）、山本裕大（田小 6年・大曲）、奈良龍人（田小 6年・八反田）、佐藤公治（田小 6年・畑中）、工藤
佳樹（田小 6年・高樋）、工藤立暉（田小 6年・高樋）、阿保拓真（田小 6年・八反田）、阿部稜（田小 6年・畑中）、
工藤大誠（田小 5年・高樋）、相馬啓佑（田小 5年・垂柳）、八木澤淳（田小 5年・田舎舘）、品川舜哉（田小 5年・
十二川原）、阿部純也（田小 5年・平川市）、工藤敦也（田小 5年・枝川）工藤駿（田小 4年・田舎舘）、工藤佑大（田
小 4年・高樋）、山口冬馬（田小 4年・畑中）、佐藤勝彦（畑中）、山口公誠（畑中）、山本俊彦（大曲）、佐藤哲也（畑
中）、工藤久遠（館中 3年・川部）、田澤孔志（館中 3年・諏訪堂）、阿部航太（館中 3年・畑中）、葛西貴大（館中
3年・大袋）、佐藤良太（館中 3年・高樋）、三浦拓麻（館中 3年・和泉）、須藤克弘（館中 3年・大袋）、田澤佳
介（館中 3年・大根子）、佐藤雄哉（館中 3年・大根子）、阿部優介（館中 3年・川部）、平川佑聖（館中 2年・和泉）、
田澤昌治（館中 2年・諏訪堂）、鈴木崇平（館中 3年・川部）、奈良隼生（館中 2年・八反田）、岩間祐智（館中 2年・
田舎舘）、葛西翔輝（館中 2年・高樋）、小野喜大（館中 3年・垂柳）、齋藤唯吹（館中 2年・田舎舘）、工藤誉（館
中 2年・田舎舘）、須藤遼大（館中 1年・大袋）、藤田章（館中教諭）、坂本寛実（館中教諭）、鈴木隆三（大根子）、
葛西和士（川部）
相撲／工藤大輝（館中 1年・田舎舘）
バスケットボール／福原夕貴（柴田女子高校 3年・高田）
陸上競技／齊藤耕喜（田舎舘）、工藤小百合（高樋）
ソフトボール／鈴木菜々恵（大根子）、葛西尚子（大袋）、福士満菜美（川部）、葛西牧子（大根子）、齋藤千絵（大袋）、
三浦歩（和泉）、金枝維子（二津屋）
家庭婦人バレーボール／阿保久美子（八反田）、斎藤直子（前田屋敷）、花岡美保（川部）、中山陽子（川部）、工藤
八千子（十二川原）

■スポーツ大賞

一輪車／須藤れな（弘大付属中 1年・大袋）
ソフトボール／安田和世（川部）、平川一生（和泉）、八木橋綾（川部）

今年の表彰者はなんと90名です！
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　村税等を納める際、ご指定の預貯金口座から引き落としを行う口座振替・自動払込制度があります。納付月に自動
的に引き落とされますので、便利で確実、安心です。また、納め忘れがなく、手間や時間が省けます。
　今まで口座振替等ができる金融機関や村税等が限られておりましたが、平成２２年 ４ 月から取扱店舗及び口座振替対
象税目等が拡充され、下記のようになりますのでご利用下さい。
　納税貯蓄組合に加入し村税を納めている方は、これまでと同様に納税貯蓄組合から納めてくださるようお願いいた
します。ただし、保育料、村営住宅使用料については、納税貯蓄組合では取扱いいたしておりませんので、口座振替・
自動払込が可能です。
　口座振替ご利用ご希望の方は、税務課、厚生課、住民課、建設課の各窓口、及び各金融機関にて随時受付しており
ますので、預貯金通帳、通帳のお届印鑑を持参の上、お申込み下さい。

村税等の口座振替・自動払込のお知らせ

　平成21年10月から、国が定めた優先順位のもと順次新型インフルエンザワクチンの予防接種が開始されています。
　村では接種日現在の住民に対して、申請に基づき低所得者（生活保護世帯及び村県民税非課税世帯）の接種者へは
全額助成、低所得者以外の接種者へは一部助成しています（ 1回接種者は2,000円、満13歳未満の者等の 2回接種者は
3,300円）。
　新型インフルエンザ予防接種費用助成期間は、 3月31日（水）までとなっていますので、接種者は接種後速やかに
申請手続きをお願いいたします。

☆申請に必要なもの　　①新型インフルエンザ予防接種の「領収書」（※医療機関で発行）
　　　　　　　　　　②「新型インフルエンザ予防接種済証」（※医療機関で発行）
　　　　　　　　　　③印鑑（認印可）
　　　　　　　　　　④助成金の振込口座を確認できるもの（通帳等）

△

問い合わせ／厚生課環境衛生係　☎58－2111（内線152、153）

新型インフルエンザ予防接種費用助成金申請について

実施日時等
実施項目 実施曜日（各月） 受付時間 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

結核健診
ＱＦＴ検査あり 第１・３水曜日 9:00 ～ 10:00

7 ※12 2 7 4 1 6 ※10 1 5 2 2
21 ※26 16 21 18 15 20 ※24 15 19 16 16

ＱＦＴ検査なし 第４水・金曜日 9:00 ～ 11:00
28 26 23 28 25 22 27 24 22 26 23 23
30 28 25 30 27 24 29 26 24 28 25 25

ウイルス性肝炎検査 第１・３水曜日 11:00 ～ 11:30
7 ※12 2 7 4 1 6 ※10 1 5 2 2
21 ※26 16 21 18 15 20 ※24 15 19 16 16

エイズ相談 第１・３水曜日 13:00 ～ 14:00
7 ※12 2 7 4 1 6 ※10 1 5 2 2
21 ※26 16 21 18 15 20 ※24 15 19 16 16

女性健康相談 第４水曜日 13:00 ～ 13:30 28 26 23 28 25 22 27 24 22 26 23 23

精神保健福祉相談（予約制）
第２木曜日 13:00 ～ 14:00 8

13
10

8
12

9
14

11
※2

13
10

10
第4木曜日（偶数月） 13:00 ～ 14:00 22 24 26 28 ※9 24

結核診査協議会 第２・４水曜日 13:30 ～
14 12 9 14 11 8 13 10 8 12 9 9
28 26 23 28 25 22 27 24 22 26 23 23

○※は、実施曜日ではない日なのでご注意ください。　　○日程については、都合により変更となる場合もあります。

▽問い合わせ／弘前保健所　☎３３－８５２１

平成２２年度　弘前保健所各種相談等実施日程

取扱金融機関
口座振替対象税目等

問い合わせ

青森銀行

本　支　店

担当課 電話番号 内線

みちのく銀行 村県民税

税務課

58－2111

122東奥信用金庫 固定資産税

津軽みらい農協 軽自動車税

ゆうちょ銀行 各 郵 便 局 国民健康保険税
厚生課 157

後期高齢者者医療保険料

保育料 住民課 162

村営住宅使用料 建設課 232
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田舎館村普通会計バランスシート
平成21年3月31日現在

借　　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　　　方

【資産の部】　村が保有している資産 【負債の部】　村が負っている債務
　１．公共資産 　１．固定負債
（１）有形固定資産 13,799,540 村が建設したものなど （１）地方債 4,470,122 償還期間が１年を超えるもの

　　①生活インフラ・国土保全 4,994,955 道路、公園、村営住宅など （２）長期未払金
　　②教育 4,683,835 小・中学校、社会教育施設など 　　①物件の購入等 0
　　③福祉 308,331 老人・児童福祉施設など 　　②債務保証又は損失補償 0
　　④環境衛生 24,463 ふれあいセンター用地など 　　③その他 0
　　⑤産業振興 1,168,468 農道整備など 　　　　長期未払金計 0
　　⑥消防 75,525 消防車、防火水槽など （３）退職給与引当金 1,176,471 全職員が普通退職した場合の退職手当

　　⑦総務 2,543,963 庁舎、弥生の里など （４）損失補償等引当金 0
（２）売却可能資産 30,500

公共資産合計 13,830,040 　　　固定負債合計 5,646,593
　２．投資等 　２．流動負債 償還期間が１年以内のもの

（１）投資及び出資金 395,409
　　①投資及び出資金 395,409 水道事業会計出資金等 （１）翌年度償還予定地方債 745,137
　　②投資損失引当金 0 （２）短期借入金 0
（２）貸付金 3,500 高額療養費 　　　（翌年度繰上充用金）
（３）基金等 △272,471 （３）未払金 124,921
　　①退職手当目的基金 0 （４）翌年度支払予定退職手当 0
　　②その他特定目的基金 20,068 奨学基金 （５）賞与引当金 28,246
　　③土地開発基金 0
　　④その他定額運用基金 0
　　⑤退職手当組合積立金 △292,539 流動負債合計 898,304
（４）長期延滞債権 2,309 平成19年度以前村税等滞納分 負　債　合　計 6,544,897
（５）回収不能見込額 △2,309 　　　　　　〃 【純資産の部】　資産形成等に使用し返済の必要がない金額

　　　　　投資等合計 126,438
　３．流動資産 　１．公共資産等整備国県補助金等 1,848,398 国・県からの補助金

（１）現金・預金 519,990
　　①財政調整基金 93,044 　２．公共資産等整備一般財源等 6,806,219 村税など

　　②減債基金 2,561
　　③歳計現金 424,385 　３．その他一般財源等 △686,001 資産形成を伴わない負債を含めた額

（２）未収金 37,045
　　①地方税 38,965 　４．資産評価差額 0
　　②その他 2,985 保育料滞納分

　　③回収不能見込額 △4,905 平成20年度以前村税等滞納分

流動資産合計 557,035 純資産合計 7,968,616
資　産　合　計 14,513,513 負債・純資産合計 14,513,513

（単位：千円）
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入札結果のお知らせ
　下記のとおり入札結果をお知らせします。詳しい内容は総務課管財係で公表しています。　

入　札　日 工事
番号 事　業　名 予定価格 落札価格 事業箇所 業者名 工　　期

平成22年2月2日 第32号 中央公民館非常用
発電機取替工事 4,196,000円 3,767,400円 畑中地内 ㈲中央電気工事 平成22年3月30日

平成22年2月5日 第33号 東橋橋梁補修工事 21,076,650円 19,845,000円 高樋地内 ㈱福原組 平成22年3月25日

※予定価格及び落札価格は消費税込額です。

▽問い合わせ／総務課管財係　☎58-2111（内線221）

※ １  他団体及び民間への支出金により形成された
資産

①生活インフラ・国土保全 0 千円

②教育 0 千円

③福祉 0 千円

④環境衛生 0 千円

⑤産業振興 0 千円

⑥消防 0 千円

⑦総務 0 千円

　　計 0 千円

　　上の支出金に充当された財源

①国県補助金等 0 千円

②地方債 0 千円

③一般財源等 0 千円

　　計 0 千円

※ ２  債務負担行為に関する情報

①物件の購入等に係るもの 0 千円

②債務保証又は損失補償 97,000 千円

（うち共同発行地方債に係るもの 0 千円）

③その他 0 千円

※ ３  地方債残高（翌年度償還予定額を含む）のうち
3,157,873千円については、償還時に地方交付
税の算定の基礎に含まれることが見込まれて
いるものです。

【本村の資産・負債等の状況】

※ ４  普通会計の将来負担に関する情報　　 （単位：千円）

項　　　目 金　　額

内　　　　訳

負債計上 注　記

【（翌年度償還予定）
地方債・（長期）
未払金・引当金】

【契約債務・
偶発債務】

普通会計の将来負担額 8,778,748

［内訳］　普通会計地方債残高 5,215,259 5,215,259

　　　　債務負担行為支出予定額 79,775 0 79,775

　　　　公営事業地方債負担見込額 2,135,686 2,135,686

　　　　一部事務組合等地方債負担見込額 158,850 158,850

　　　　退職手当負担見込額 1,176,471 1,176,471

　　　　第三セクター等債務負担見込額 12,707 0 12,707

　　　　連結実質赤字額 0 0

　　　　一部事務組合等実質赤字負担額 0 0

　基金等将来負担軽減資産 5,023,751

［内訳］　地方債償還額等充当基金残高 95,605

　　　　地方債償還額等充当歳入見込額 89,371

　　　　地方債償還額等充当交付税見込額 4,838,775

（差引）普通会計が将来負担すべき実質的な負債 3,754,997

※ ５ 有形固定資産のうち、土地は2,766,625千円です。また、有形固定資産の減価償
却累計額は7,631,407千円です。

　本村の平成20年度末の資産合計額は145億1,351万 3 千円となっています。その内訳は、公共資産が138億3,004万円（構成
比95.3%）、投資等が 1 億2,643万 8 千円（構成比0.9%）、流動資産が 5 億5,703万 5 千円（構成比3.8%）となっており、行政サー
ビスを提供するための土地、建物等の公共資産が大部分を占めています。さらに、有形固定資産の目的別内訳では、道路や
公園等に当たる生活インフラ・国土保全が36.2%、小中学校や社会教育施設等の教育が33.9%、役場庁舎等の総務が18.4%と
いう割合になっています。
　一方、負債合計額は65億4,489万 7 千円となっています。このうち「固定負債の地方債」と「流動負債の地方債翌年度償還
予定額」を合わせた地方債残額は52億1,525万 9 千円、退職給与引当金は11億7,647万 1 千円となっており、資産から負債を
差し引いた純資産は79億6,861万 6 千円となっています。
　バランスシートでは、村の資産は公共資産だけで負債合計額を72億8,514万 3 千円上回っていますが、村の社会資本であ
る公共資産は、基本的に民間のように売却できるものでなく、また、平成20年度末の村債残高52億1,525万 9 千円に対し、
村の金融資産は流動資産に計上している現金・預金と投資等の基金を合わせても 6 億8,347万 3 千円となっており、大変厳
しい財政状況にあることを示しています。 
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後期高齢者医療制度加入のみなさまへ
①後期高齢者医療制度について
　国においては、多くの国民の方々の御意見を踏まえ、後期高齢者医療制度は、平成25年 3 月をもって廃止し、
4月から新たな医療制度へ移行するとし、高齢者、関係団体、有識者の方々で構成される「高齢者医療制度改革
会議」において、具体的な検討を進めています。

②青森県後期高齢者医療保険料について
　青森県後期高齢者医療広域連合では、現行制度が廃止するまでの間、高齢者の方々に不安や混乱を生じさせる
ことのないよう、可能な限り保険料の増加を抑制するとともに、サービス水準の維持・充実を第一義とし、平成
22年度・23年度の後期高齢者医療保険料率を次のとおり定めました。

均等割額 40,514円

所得割率 7.41％

③後期高齢者医療保険料の求め方について
　　保険料（上限50万円）＝均等割額［被保険者全員が納める額］（40,514円）
　　　＋所得割額［所得に応じて納める額］｛（前年の総所得金額等－33万円）×7.41％｝

④後期高齢者医療保険料の軽減措置について（平成21年度と同様に継続）

　☆均等割額の軽減
　　世帯内の「被保険者全員」と「世帯主」の総所得金額等の合計所得額により、以下の軽減が受けられます。

33万円以下の方 7割軽減→8.5割軽減

うち、世帯内の「被保険者全員」が、年金収入80万円以下で他の
所得がない世帯の方 9割軽減

33万円＋｛24万 5 千円×同世帯の被保険者数の人数（被保険者である世帯
主を除く）｝以下の方 5割軽減

33万円＋（35万円×同世帯の被保険者数の人数）以下 2割軽減

☆所得割額の軽減
　所得割額を負担する方のうち、総所得金額等から基礎控除額33万円を差し引いた後の所得が58万円以下（年
金収入で153万円から211万円まで）の方は、所得割額を 5割軽減します。
☆被用者保険の被扶養者であった方に対する軽減
　後期高齢者医療制度に加入する直前までサラリーマンの夫やお子さんに扶養されていた方は、均等割額が 9
割軽減され、所得割額のご負担はありません。

⑤保健事業（健康診査）の実施について
　被保険者の健康の保持増進のため、健康診査事業を実施しています。平成22年度は、これまで健康診査の対象
から除外されておりました生活習慣病の治療者の方についても、受診の対象となります。

⑥保険料の納め忘れ等について
　保険料を納めることができない特別の事情がないにもかかわらず、保険料を滞納すると、有効期間の短い短期
被保険者証が交付されたり、保険証を返還してもらい、被保険者資格証明書（医療機関等において、医療費の全
額を一時的にご負担していただくことになります。）が交付される場合がありますので、保険料の納め忘れがあ
りましたら早急に納付されますようお願いします。

問い合わせ／厚生課　国保係　　　　　　　　☎58－2111（内線157）
　　　　　　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017－721－3821

（平成２０年度・２１年度と同じ）
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平成21年度  田んぼアート制作及び観覧募金のお礼
　平成21年度の「戦国武将とナポレオン」の田んぼアート制作には、村民の皆様方には大変お世話になりました。全国
各地から約17万人が観覧に訪れ、多くの方々から心あふれる募金（7,112,764円）を賜り衷心より厚くお礼申し上げます。
　平成22年度も多くの方々が制作と観覧に訪れていただけるような素晴らしい田んぼアートを目指して計画しておりま
すので、ご協力お願い申し上げます。
� 田舎館村むらおこし推進協議会　　

緑化推進事業の実績について
　平成21年度に皆様から寄せられたご厚意により、各種団体に事業費の一部助成を実施することができました。誠にあ
りがとうございました。� 田舎館村緑化推進委員会　　

■ 平成21年度緑の募金実績額　　　　　　　■ 平成21年度助成内容実績
家庭募金 377,240円 団　体　名 事　業　内　容
学校募金 　14,214円 村内小中学校 校内花壇等の緑地環境整備
企業募金 　9,896円 大袋部落 平川河川公園の環境整備等
職場募金 　　1,028円 前田屋敷部落 神社と公園の樹木の手入れ・植裁等

計 402,378円

（ 1）労　　賃
作　業　名 賃　　金 備　　　　　　　　　　考

水稲作業

田　 植　 え 5,100 円 男女共　 1日
稲　 刈　 り 5,100 　〃
脱 　 　 　 穀 5,100 　〃
水 稲 苗 箱 620 中苗　　 1箱

果樹作業

剪 　 　 　 定 8,500 1 日
人 工 受 粉 5,100 男女共　 1日
摘 果・ 袋 掛 5,100 　〃
葉 取 り・ 収 穫 5,100 　〃

そ の 他 一 般 農 作 業 5,100 　〃　　 1日
635 　〃　　 1時間

（ 2）請負料金 （消費税込）

機械作業

水 田 耕 起 4,500 10ａ耕耘機共

畑 地 耕 起 4,000 水田転作畑　 1回かけ
6,000 　　〃　　　 2回かけ

荒 か き の み 3,000 10ａ当たり
代 か き の み 6,000 　　〃
荒 代 か き 8,500 　　〃

田　 植　 機 5,200 10ａ当たり
5,700 側条施肥田植機

バ イ ン ダ ー 6,500 糸は田主持ち
あぜ回りは機械主刈り

ハーベスター 6,500 10ａ当たり

コ ン バ イ ン 16,000 刈り取りから運搬まで（四隅は田主刈り）
14,000 刈り放し（四隅は田主刈り）

畦　 塗　 機 32 1 ｍ当たり（100ｍ未満は100ｍ分の料金）
オペレーター 1,000 1 時間当たり
ベ ー ラ ー 5,000 10ａ当たり（稲わら収集）
スプレーヤー 500 100㍑当たり（薬剤費別）

注　○ 1日の実労働時間は 8時間を標準とし、超過した場合は時間当りで換算してください。
　　○コンバインで、田主が四隅を刈り取らない場合は1,000円増となります。

◎農地のことならまず農業委員会へ

▽問い合わせ／農業委員会　☎58-2111（内線131・132）　

平成22年 農作業臨時雇用標準賃金表
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平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
、
窓

口
で
の
利
用
者
の
待
ち
時
間
の
短

縮
と
正
確
性
を
図
る
た
め
、
印
鑑

登
録
証
明
書
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
り
発
行
さ
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

認
証
印
（
公
印
）
の
色
が
朱
色
か

ら
黒
色
に
変
わ
り
ま
す
。
又
、
用

紙
は
住
民
票
と
同
じ
、
コ
ピ
ー
に

よ
る
偽
造
防
止
の
た
め
改
ざ
ん
防

止
用
紙
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
窓
口
で
の
お
手
続
き
は

従
来
ど
お
り
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
住
民
係

�

（
内
線
1
6
3
・
1
6
4
）

本
村
は
平
成
17
年
市
区
町
村

別
平
均
寿
命
（
男
性
）
で
は
全
国

1
9
6
2
市
区
町
村
中
、
下
位
か

ら
6
番
目
の
短
命
村
で
す
。

今
回
は
自
分
が
、
が
ん
に
か
か

り
、
が
ん
検
診
受
診
の
大
切
さ
を

訴
え
、
そ
の
後
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

の
た
め
に
患
者
会
を
作
っ
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
の
生
の
声
を
聞
き
、

自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
に
で
き

る
こ
と
を
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
持

ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　

3
月
16
日
（
火
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

○
場
所　

役
場
委
員
会
室

○
テ
ー
マ
・
講
師

〜
い
の
ち
の
物
語

�

わ
た
し
の
が
ん
体
験
記
〜

　

乳
が
ん
患
者
会

　
「
ほ
ほ
え
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　
　
　
　

会
長　
　

赤
石　

敏
子

〜
い
の
ち
の
物
語　

�

最
愛
の
妻
を
が
ん
で
亡
く
し
て
〜

　
　

同
会
事
務
局　

今　
　
　

薫

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

厚
生
課
環
境
衛
生
係

�

（
内
線
1
5
2
・
1
5
3
）

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

2
期
（
5
歳
以
上
7
歳
未
満
で
小

学
校
就
学
前
の
1
年
間
）、
3
期

（
中
学
校
1
年
生
相
当
年
齢
）、
4

期
（
高
校
3
年
生
相
当
年
齢
）、

二
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
小
学
校
6

年
生
相
当
年
齢
）
の
定
期
予
防
接

種
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

公
費
負
担
（
無
料
）
接
種
期
間
は

3
月
31
日
（
水
）
ま
で
で
す
。
3

月
は
医
療
機
関
が
大
変
混
み
合
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま

だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

早
め
に
予
約
し
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
／
厚
生
課
環
境
衛

生
係（
内
線
1
5
2
・
1
5
3
）

自
動
車
税
の
住
所
変
更
届
に
つ
い
て

毎
年
6
月
上
旬
に
お
手
元
に
送

付
さ
れ
る
自
動
車
税
納
税
通
知
書

は
、
運
輸
支
局
が
発
行
す
る
自
動

車
検
査
証
（
車
検
証
）
に
記
載
さ

れ
た
住
所
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

転
居
等
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場

合
は
、
運
輸
支
局
で
住
所
の
変
更

登
録
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
な
ん
ら
か
の
事
情
に

よ
り
、
直
ち
に
住
所
の
変
更
登
録

が
で
き
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の

各
地
域
県
民
局
県
税
部
へ
ご
連
絡

い
た
だ
く
か
、
各
市
町
村
の
住
民

担
当
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
チ
ラ

シ
裏
面
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

お
送
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
県
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
届
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
／
中
南
地
域
県
民

局
県
税
部
納
税
課

�

☎
32

−

1
1
3
1

�

（
内
線
3
3
3
）

　

県
税
の
納
付
は
便
利
で
安
全
・

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
お
申
し
込
み
は
、
口
座

振
替
す
る
通
帳
の
取
扱
金
融
機
関

（
郵
便
局
以
外
）
ま
た
は
各
地
域

県
民
局
県
税
部
で
受
付
し
て
い
ま

す
。申
込
期
限
は
、4
月
30
日
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
／
中
南
地
域
県
民

局
県
税
部
管
理
課

�

☎
32

−

1
1
3
1

�

（
内
線
3
1
1
）

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
は
ア
マ

チ
ュ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地

域
活
動
な
ど
を
行
う
社
会
教
育
団

体
の
団
体
活
動
を
対
象
と
し
た
保

険
で
す
。
掛
金
は
年
齢
・
団
体
種

別
・
補
償
内
容
に
応
じ
て
年
額
六

百
円
か
ら
九
千
円
と
な
っ
て
お
り
、

小
さ
な
掛
金
で
入
院
、
通
院
、
死

亡
、
後
遺
障
害
な
ど
の
傷
害
保
険

を
は
じ
め
賠
償
責
任
保
険
や
共
済

見
舞
金
な
ど
大
き
な
補
償
が
得
ら

れ
ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年
度
の
加
入
は
3
月

1
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
、
保
険

期
間
は
平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
4
月
1
日
以
降
の

申
込
み
は
、
掛
金
を
振
り
込
ん
だ

日
の
翌
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
。

加
入
依
頼
書
は
中
央
公
民
館
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
／（
財
）ス
ポ
ー
ツ

安
全
協
会
青
森
県
支
部

☎
0
1
7

−

7
8
2

−

6
9
8
4

「
こ
こ
ろ
の
健
康
教
室
」の

お
知
ら
せ

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

二
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予

防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

印
鑑
登
録
証
明
書
の

交
付
用
紙
の
変
更
に
つ
い
て

自
動
車
税
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
口
座
振
替
に

つ
い
て（
6
月
納
期
分
）

住
民
課
だ
よ
り

厚
生
課
だ
よ
り

そ
の
他

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、

　
　
各
課
の
内
線
番
号
を

　
　
　
　
　
お
伝
え
下
さ
い
。役場 ☎58-2111（代表）
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自衛官募集
【予備自衛官補】
○資　　格　（一般）18歳以上34歳未満の者
　　　　　　（技能）18歳以上で国家免許資格等を有する者（資格により53歳未満～55歳未満の者）
○受付期間　 4月 9日（金）まで
○試 験 日　 4月17日（土）、18日（日）、19日（月）※いずれか 1日を指定されます。
○試験場所　青森駐屯地（青森市浪館字近野45）予定
【自衛隊幹部候補生（一般・技術）】
○資　　格　 1　22歳以上26歳未満の者
　　　　　　      2 　20歳以上22歳未満の者は大学卒（平成22年 3 月卒業見込み含む）
　　　　　　      3 　大学院修士学位取得（見込含）者は28歳未満
【自衛隊幹部候補生（歯科・薬剤科）】
○資　　格　 1　20歳以上30歳未満の者（歯科）
　　　　　　      2 　20歳以上26歳未満の者（薬剤科）（大学院修士学位取得（見込含）者は、28歳未満）
○受付期間　 4月 1日（木）～ 5月10日（月）
○試 験 日　 5月15日（土）、16日（日）（16日は飛行要員のみ）
○試験場所　千年交流センター（弘前市大字原ヶ平 5 - 1 -13）予定

▽問い合わせ／〒036-8093　弘前市城東中央 3 - 9 -19　　自衛隊弘前地域事務所　☎27-3871
　　　　　　　URL／ http://www.mod.go.jp/pco/aomori/　　　E-mail ／ plohirosaki@carrot.ocn.ne.jp

国家公務員採用試験のお知らせ（Ⅰ種試験、Ⅱ種試験、Ⅲ種試験）
　人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を実施いたします。

試　験　名 受付期間（最終日の通信日付印有効） 第 1 次試験日
Ⅰ種試験

（大学卒業程度）
4 月 1 日（木）～ 4 月 3 日（土）（インターネットによる受付期間）
4 月 1 日（木）～ 4 月 8 日（木）（郵送による受付期間） 5 月 2 日（日）

Ⅱ種試験
（大学卒業程度）

4 月10日（土）～ 4 月14日（水）（インターネットによる受付期間）
4 月12日（月）～ 4 月21日（水）（郵送による受付期間） 6 月20日（日）

Ⅲ種試験
（高校卒業程度） 6 月22日（火）～ 6 月29日（火） 9 月 5 日（日）

　なお、申込用紙の請求や受験資格等の詳しい内容については、人事院ホームページまたは下記にお問い合わせください。

▽問い合わせ／人事院東北事務局　第二課　試験係　☎ 022-221-2022　
　　　　　　　人事院ホームページ　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

平成22年度 国家公務員「国税専門官採用試験」（大学卒業程度）のお知らせ
　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職員を募集しています。仙台国税局
に採用されると、税務大学校で研修を受けた後、仙台国税局管内（東北 6県）の税務署に配属されます。
○受験資格　 1　昭和56年 4 月 2 日から平成元年 4月 1日生まれの者
　　　　　　      2 　平成元年 4月 2日以降生まれの者で次に掲げるもの
　　　　　　　　（1）大学を卒業した者及び平成23年 3 月までに大学を卒業する見込みの者
　　　　　　　　（2）人事院が（1）に掲げる者と同等の資格があると認める者
○受験申込期間　 4月 1日（木）～ 4月14日（水）まで
○受験申込書の請求　最寄りの税務署、仙台国税局人事第二課又は人事院東北事務局

▽問い合わせ／黒石税務署　〒036-0388　黒石市西ヶ丘66　☎52-4111
　　　　　　　仙台国税局人事第二課　☎022-263-1111（内線3236）
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H a p p y   B i r t h d a y

ＦＭジャイゴウェーブ

（平日お昼12時40分ころ）

　  でも放送します！
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お詫びと訂正
　広報いなかだて 2 月
号P12「戸籍の窓」の
おくやみの氏名に間違
いがありましたので、
訂正してお詫び申し上
げます。

正・工藤　鐵雄
誤・工藤　鐵男




